資料1

地域づくり勉強会について（開催報告）
開催日：令和５年１１月５日（日）１０時から１２時
場　所：新井ふれあい会館　会議室A・B
開催地域：上町町内会

参加者　：上町町内会　２５名　　　下町町内会　１名　　小出雲　　１名
　　　　　栄町町内会　　３名　　　錦町町内会　１名　　広田町　　２名
　　　　　中町町内会　　２名　　　高柳団地　　１名　　　　　　３６名

内　容：斎藤先生から「これからの地域づくりとは」と題して、約１時間の講義。
　　　　その後、グループに分かれて感想を共有し、人を入れ替えてもう一度感想を共有しました。
　　　　開催にあたり、開催地域である上町町内会会長は、地域内のこどもの数が少ないため、周辺町内が連携しながらこども会活動等ができないかという思いから、地域づくり勉強会開催を申し込んでいただきました。勉強会前には、周辺町内会にも声をかけられ、栄町や中町の方が参加しました。今回の勉強会が、周辺町内会と思いを共有し、コミュニケーションをとる機会となりました。
	感想（座談会の聞き取り）

	高齢者
	・最近、日常でも高齢者が多いと感じている。

・除雪の問題があるから、高齢者ばかりだと大変

	町内会の役割
	・説明しても知らないという人がいる

・今までこうやってきたということを知らない人がいる、情報開示が大切では

・簡素化、負担を減らすことが大切では

	町内会の役員業務
	・話を聞いても納得してくれない人が多くて、今のやり方を変えるのが大変

・会計の役職は特に大変

・働きながら役員をすることがすごく大変

	町内会の行事
	・事業計画やイベントはやるのに、参加者が役員しかいない。住民が参加しやすい環境づくり。

・結局、行事の企画や運営は、３役でやってしまっている。

・若い人に行事参加してほしくても、草刈機を持っていない人が多く、結果的に高齢者がやる状況。

・一人でいるのは心細い。生活の張り合いに持ち寄りでお茶のみクラブなどもひとつでは

・行事をどんどんまとめていくことが大事だと思った

・いかに楽しいイベントができるか考えている。

・コロナ禍でなかなか外に出られないときに、地域の茶の間のような活動があればよかった。持ち寄りでやれば、簡単にできそう！（昔は婦人会があったけど．．．）

	町内会のこどもの行事
	・子どもたちはコロナ禍でイベントが少なかったので、イベントがあると楽しみにしている。

・周辺地域でこどもたちは小学校が同じ。地域活動も一緒にできないだろうか
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